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結果

教科学力は、ほぼ平均です。
学習や生活への意識が高いことが分かります。



詳細と分析

〇国語

「読む」「書く」は平均以上ですが、「話す・聞く」は平均を
下回っていました。「話す・聞く」の問題は問題用紙の最後
にありました。解答の様子を見ると、最後まで解き終わらな
かった児童がいました。つまり、「話す・聞く」力がついてい
ないのではなく、問題に適応するのに時間がかかったと考
えられます。



詳細と分析

〇算数

「数と計算」など平均を上回っていました。いわゆる“計
算する”問題です。児童同士の学び合の時間をとることで、
学びの定着ができたと考えられます。一方で「図形」が平均
を下回っていました。計算だけでなく、図形の考え方も定着
できるよう指導を続けていきます。



〇意識調査
ここからは意識調査の結果を、具体的に紹介します。
全国や神奈川県の平均より低い項目はなかったので、
主に高かった項目のみ示していきます。



自分には、よいところがある

自己肯定感が高
い児童が多いです。

「蝶の姿」活用や、
日々の振り返りで、
自分のよさを見つ
め直す時間をとっ
ている成果だと考
えられます。



学校に行くのは楽しい

毎日の学校生活
が充実しているこ
とが分かります。



人が困っていたら、進んで助ける

西前タイムなどで、
地域の問題を解
決するために取り
組んできた経験が
生かされていると
考えられます。



人の役に立つ人間になりたい

委員会活動に主
体的に取り組み、
学校生活を豊かに
した経験が生かさ
れていると考えら
れます。



地域や社会をよりよくしたい

これも西前タイム
の成果だといえ
ます。



自分で計画を立てて学習

全員共通の宿題を
やめて、自分で学
習を選ぶことができ
るようにした成果だ
と考えられます。



ICTを活用している

ICTを特別なもので

はなく、文房具の
一つとして活用で
きているといえま
す。



自分にあった学習ができている

自分で計画をた
てたり、ICTを活

用したりした成
果です。

学習意欲の伸び
にもつながって
います。



学んだことを、ほかの学習で生かしている

学習したことを学
校生活や地域で
の活動で生かされ
ていることが分か
ります。


